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一
、
大
地
震
の
発
生

一
九
二
三（
大
正
一
二
）年
九
月
一
日（
土
）

正
午
前
、
横
浜
公
園
に
面
し
た
市
庁
舎
二
階

の
助
役
室
で
社
会
課
長
・
松
本
生
太
と
協
議

を
行
っ
て
い
た
助
役
・
芝
辻
正
晴
は
、
昼
食

の
こ
と
を
考
え
て
い
た
と
こ
ろ
、
建
物
の
揺

れ
を
感
じ
た
。
松
本
が
両
手
で
卓
子
を
掴
ま

え
な
が
ら
「
お
や
、
地
震
じ
ゃ
な
い
か
」
と

話
し
た
瞬
間
、
激
し
い
震
動
が
二
人
を
襲
っ

た
。
助
役
室
の
床
は
波
の
よ
う
に
揺
れ
、
天

井
か
ら
下
が
っ
た
大
き
な
電
灯
は
振
れ
回
っ

た
。
椅
子
に
座
っ
た
ま
ま
床
に
転
ん
だ
芝

辻
は
す
ぐ
に
机
の
下
に
避
難
し
、
震
動
の
収

ま
る
の
を
待
っ
て
被
災
状
況
の
確
認
を
行
っ

た
。
震
動
に
よ
っ
て
投
げ
出
さ
れ
た
物
で
助

役
室
は
散
乱
し
て
い
た
が
、
壁
な
ど
に
被
害

は
な
く
、
他
の
事
務
室
や
市
長
室
も
一
巡
し

た
が
、
ど
こ
に
も
破
損
箇
所
は
な
か
っ
た
。

そ
う
し
た
状
況
に
安
堵
し
た
芝
辻
で
あ
っ
た

が
、
庁
舎
外
の
光
景
を
見
て
愕
然
と
す
る
。

市
庁
舎
前
の
水
道
管
は
破
裂
、
市
電
の
軌
道

は
飴
の
よ
う
に
ね
じ
切
れ
、
罹
災
し
た
市
民

た
ち
は
右
往
左
往
し
て
い
た
。
後
年
、
芝
辻

が
「
斯
う
し
た
惨
憺
た
る
撹
乱
の
巷
は
、
何

に
依
っ
て
言
現
は
す
可
き
か
を
知
ら
な
い
の

で
あ
る
」
と
回
顧
す
る
よ
う
に
、
横
浜
市
内

は
大
混
乱
に
陥
っ
て
い
た
（「
震
災
と
市
役

所
」、『
横
浜
市
震
災
誌
』
第
三
冊
、
横
浜
市

役
所
市
史
編
纂
係
、
一
九
二
六
年
）。

午
前
一
一
時
五
八
分
、
関
東
大
震
災
の
発

生
で
あ
る
。
当
時
、
人
口
四
四
万
一
〇
四
八

人
（
一
九
二
二
年
一
二
月
三
一
日
現
在
、『
横

浜
市
第
二
十
回
統
計
書
』、
横
浜
市
役
所
、

一
九
二
六
年
）
だ
っ
た
横
浜
市
の
死
者
・
行

方
不
明
者
数
は
二
万
六
六
二
三
人
に
及
び
、

開
港
以
来
形
成
さ
れ
て
き
た
異
国
情
緒
溢
れ

る
街
並
み
は
震
動
と
そ
の
後
の
大
火
災
で
一

気
に
壊
滅
し
た
（
被
害
の
数
値
は
二
〇
〇
六

年
に
内
閣
府
中
央
防
災
会
議
が
発
行
し
た

『
一
九
二
三　

関
東
大
震
災
報
告
書
』
第
一

編
第
一
章
を
参
照
）。

こ
の
震
災
の
復
興
か
ら
「
昭
和
の
横
浜
」

の
歩
み
は
始
ま
り
、
復
興
過
程
で
現
在
の
市

街
中
心
部
に
繋
が
る
街
並
み
が
形
成
さ
れ
て

い
く
。
で
は
、
復
興
事
業
の
中
心
を
担
う
横

浜
市
役
所
は
ど
の
よ
う
に
し
て
再
建
さ
れ
て

い
っ
た
の
か
、
今
回
は
地
震
発
生
後
の
市
庁

舎
の
変
遷
を
追
っ
て
い
き
た
い
。

二
、
横
浜
市
役
所
の
焼
失

一
九
二
二
（
大
正
一
一
）
年
の
『
横
浜
市

統
計
書
』
に
依
れ
ば
、
一
九
二
〇
（
大
正

九
）
年
末
の
横
浜
市
の
職
員
数
は
市
長
以

下
一
四
八
〇
人
（
嘱
託
を
含
む
）
で
あ
り
、

一
九
一
一
（
明
治
四
四
）
年
七
月
に
開
庁
し

た
港
町
一
丁
目
（
中
区
、
現
・
市
庁
舎
所
在

地
）
の
本
庁
舎
を
は
じ
め
、
横
浜
公
園
内
の

建
築
課
・
衛
生
課
の
事
務
室
、
野
毛
山
の
十

全
病
院
、
花
咲
町
の
水
道
瓦
斯
局
な
ど
に
勤

務
し
て
い
た
。

本
庁
舎
は
煉
瓦
や
石
材
を
用
い
た
ル
ネ
ッ

サ
ン
ス
式
三
階
の
建
物
で
、
三
階
部
分
に
議

場
や
参
事
会
室
が
あ
っ
た
他
、
一

階
・
二
階
部
分
に
は
各
課
・
係
の

事
務
室
が
並
び
、
職
員
た
ち
が
横

浜
市
の
運
営
に
係
る
業
務
を
行
っ

て
い
た
。
地
震
発
生
当
時
、
市
政

の
責
任
者
で
あ
る
市
長
・
渡
辺
勝

三
郎
は
平
塚
へ
避
暑
に
出
か
け
て

お
り
、
市
役
所
の
応
急
対
応
は
芝

辻
と
も
う
一
人
の
助
役
で
あ
る
青

木
周
三
（
後
の
横
浜
市
長
）
の
手

に
委
ね
ら
れ
た
。

地
震
発
生
後
、
職
員
の
多
く
は

庁
舎
外
に
避
難
し
、
庁
舎
内
に
は

芝
辻
以
外
に
十
数
人
が
残
る
の
み

で
あ
っ
た
。
芝
辻
は
庶
務
課
長
・

田
村
清
吉
を
県
庁
に
派
遣
す
る
と

と
も
に
、
表
玄
関
に
「
臨
時
救
護

所
」
の
貼
紙
を
出
し
て
負
傷
者
の

救
療
に
あ
た
っ
た
。
し
か
し
、
衛

生
材
料
が
な
か
っ
た
た
め
、
残
っ

た
職
員
た
ち
は
カ
ー
テ
ン
や
酒
類
を
包
帯
や

消
毒
液
の
代
わ
り
に
し
て
対
応
す
る
。
そ
こ

へ
県
地
方
課
長
・
安
藤
喜
八
と
協
議
を
終
え

た
田
村
が
帰
庁
し
、
県
庁
の
方
で
も
為
す
術

が
な
い
旨
を
報
告
す
る
。
突
発
的
な
大
地

震
の
発
生
に
よ
っ
て
県
庁
も
活
動
の
手
段
を

失
っ
て
い
た
。

次
々
と
罹
災
者
が
庁
舎
内
に
避
難
し
て
く

る
な
か
、
市
庁
舎
は
火
災
の
脅
威
に
曝
さ

れ
、
二
度
も
炎
が
侵
入
す
る
。
一
度
目
は
庶

務
課
・
商
工
課
の
窓
か
ら
、
二
度
目
は
議
場

の
窓
か
ら
火
が
入
っ
た
。
芝
辻
は
横
浜
公
園

に
避
難
し
て
い
た
職
員
た
ち
を
呼
び
戻
し
て

消
火
活
動
を
行
い
、
そ
れ
ぞ
れ
延
焼
の
拡
大

関
東
大
震
災
と
横
浜
市
役
所震災前の横浜市役所（絵はがき）　　平原健二家資料（横浜市史資料室所蔵）
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防
止
に
成
功
す
る
が
、
庁
舎
外
は
市
内
各
所

か
ら
発
生
し
た
火
災
に
よ
っ
て
焼
き
払
わ
れ

つ
つ
あ
っ
た
。
庁
舎
は
一
九
一
九
（
大
正
八
）

年
四
月
二
八
日
の
埋
地
大
火
（
焼
失
戸
数
約

三
〇
〇
〇
戸
）
で
も
無
事
だ
っ
た
の
で
、
市

幹
部
た
ち
は
「
庁
舎
は
焼
け
な
い
」
と
考
え

て
お
り
、
不
測
の
事
態
に
備
え
、
御
真
影
や

公
印
は
避
難
さ
せ
た
が
、
公
文
書
等
の
整
理
・

避
難
準
備
は
行
わ
な
か
っ
た
。

午
後
四
時
頃
、
芝
辻
は
青
木
と
今
後
の
対

応
に
つ
い
て
協
議
を
行
っ
て
い
た
と
こ
ろ
、

三
階
に
火
が
入
っ
た
と
の
情
報
を
耳
に
す

る
。
三
度
目
の
炎
の
侵
入
で
あ
っ
た
。
今
度

は
窓
か
ら
で
は
な
く
、
屋
上
の
化
粧
塔
か
ら

侵
入
し
、
天
井
裏
に
燃
え
広
が
っ
た
。
青
木

と
芝
辻
が
三
階
に
駆
け
付
け
た
時
に
は
、
天

井
全
体
が
燃
え
て
お
り
、
す
で
に
為
す
術
は

な
か
っ
た
。
両
助
役
は
庁
舎
か
ら
の
退
避
を

決
定
し
、
職
員
た
ち
は
庁
舎
内
に
い
る
数
百

人
の
罹
災
者
を
誘
導
し
な
が
ら
避
難
す
る
。

炎
は
木
材
を
伝
っ
て
燃
え
広
が
り
、
公
文
書

等
の
貴
重
な
記
録
を
焼
き
つ
つ
、
外
壁
部
分

だ
け
を
残
し
て
建
物
を
焼
き
尽
く
し
た
。

　三
、
仮
庁
舎
の
開
設

青
木
・
芝
辻
の
両
助
役
は
市
庁
舎
の
最
期

を
派
大
岡
川
の
船
上
か
ら
見
届
け
た
後
、
午

後
五
時
か
六
時
頃
に
横
浜
公
園
に
移
動
し
て

臨
時
の
事
務
所
を
開
設
す
る
。

そ
し
て
東
京
方
面
へ
の
救
援
要

請
や
情
報
の
収
集
、
救
療
活
動

な
ど
を
行
う
が
、
混
乱
状
況

の
た
め
組
織
的
な
活
動
は
で
き

ず
、
他
の
行
政
機
関
の
動
き
も

把
握
で
き
な
い
で
い
た
。
横
浜

公
園
に
は
県
警
察
部
の
警
官
た

ち
が
集
ま
っ
て
い
た
が
、
警
察

部
長
・
森
岡
二
朗
は
行
方
不
明

で
あ
り
、
ま
た
、
県
知
事
・
安

河
内
麻
吉
ら
県
幹
部
の
動
き
も

判
然
と
し
な
か
っ
た
。

二
日
夜
、
市
役
所
は
県
庁
が

桜
木
町
の
海
外
渡
航
検
査
所
に

移
転
し
た
と
い
う
情
報
を
得
る

と
と
も
に
、
そ
の
横
の
中
央
職

業
紹
介
所
が
無
事
で
あ
る
こ
と

を
掴
む
。
同
施
設
は
一
九
二
三

（
大
正
一
二
）
年
八
月
に
完
成

し
た
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
三
階
建
て
の
建
物

で
、
横
浜
市
社
会
課
が
管
理
し
て
い
た
。
三

日
朝
、
市
役
所
は
事
務
所
を
そ
こ
へ
移
し
、

仮
庁
舎
と
し
て
機
能
さ
せ
る
。
以
後
、
県
庁

と
市
役
所
の
連
絡
は
緊
密
に
行
わ
れ
、
桜
木

町
が
横
浜
市
に
お
け
る
震
災
対
応
の
中
心
地

と
な
る
。

三
日
に
な
る
と
、
市
名
誉
職
を
は
じ
め
市

政
関
係
者
が
次
々
と
登
庁
し
て
く
る
。
そ
の

な
か
に
は
連
絡
が
つ
か
な
い
た
め
に
遭
難
し

た
と
噂
さ
れ
て
い
た
渡
辺
市
長
も
含
ま
れ
て

い
た
。
平
塚
で
罹
災
し
た
渡
辺
は
、
大
学
生

の
息
子
を
連
れ
て
徒
歩
で
横
浜
へ
む
か
い
、

南
太
田
の
横
浜
商
業
学
校
な

ど
に
立
ち
寄
り
な
が
ら
三
日

午
前
一
〇
時
に
桜
木
町
の
仮

庁
舎
に
辿
り
着
く
。
当
初
、

渡
辺
は
壊
滅
状
態
の
東
京
と

比
べ
、
横
浜
の
被
害
は
そ
れ

程
で
も
な
い
と
考
え
て
い
た

が
、
帰
路
の
過
程
で
被
災
状

況
を
直
接
確
認
し
、
横
浜
の

被
害
も
甚
大
で
あ
る
こ
と
を

認
識
す
る
（「
震
災
と
横
浜

市
」、『
横
浜
市
震
災
誌
』
第

一
冊
、
横
浜
市
役
所
市
史
編

纂
係
、
一
九
二
六
年
）。

仮
庁
舎
に
到
着
し
た
渡
辺

は
、
す
ぐ
に
幹
部
を
集
め
て

報
告
を
受
け
る
と
と
も
に
、

今
後
の
対
応
に
つ
い
て
協
議

し
、
九
月
四
日
以
降
、
既
存

の
局
課
制
を
廃
し
て
小
さ
な

係
を
い
く
つ
も
編
成
す
る
。

そ
の
数
は
庶
務
係
、
府
中
取
締
係
、
文
書
係
、

外
人
係
、
調
達
係
、
徴
発
係
、
予
算
係
、
人

夫
係
、
配
給
係
、
車
馬
係
、
取
片
付
係
、
給

水
工
事
係
、
給
水
事
務
係
、
燃
料
係
、
建
築�

係
、
情
報
通
信
係
、
衛
生
係
、
交
通
係
、
証

明
係
、
戸
籍
係
、
被
害
調
査
係
、
陸
揚
係
、

救
護
係
、
会
計
係
、
警
備
係
、
収
容
係
、
税

務
係
、
市
場
係
、
職
業
紹
介
係
、
都
市
計
画�

係
、
電
気
局
留
守
係
、
平
沼
工
場
係
、
公
園

出
張
係
の
計
三
三
係
に
上
っ
た
。
大
き
な
組

織
単
位
の
局
課
制
で
は
、
細
か
い
震
災
事
務

に
対
応
で
き
な
い
こ
と
が
臨
時
係
編
成
の
理

由
で
あ
っ
た
。
横
浜
都
市
発
展
記
念
館
・
調

翁町4丁目・寿小学校から市庁舎を望む　　前川浄二家資料（横浜市史資料室所蔵）
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査
研
究
員
の
岡
田
直
氏
は
、
こ
れ
ら
の
係
は

す
べ
て
同
時
に
設
置
さ
れ
た
の
で
は
な
く
、

徐
々
に
追
加
さ
れ
て
い
っ
た
の
で
は
な
い

か
、
と
推
察
し
て
い
る
（『
一
九
二
三　

関

東
大
震
災
報
告
書
』
第
二
編
、
内
閣
府
中
央

防
災
会
議
、
二
〇
〇
九
年
、
一
四
二
頁
）。

三
日
以
降
、
孤
立
状
態
に
陥
っ
て
い
た
横

浜
に
他
府
県
か
ら
軍
隊
や
救
護
団
が
来
援

し
、
警
備
・
救
護
体
制
を
構
築
し
て
い
く
。
市

役
所
も
活
動
拠
点
と
な
る
建
物
や
人
員
を
確

保
し
た
こ
と
で
、
本
格
的
な
震
災
事
務
に
取

り
組
む
こ
と
が
可
能
と
な
り
、
対
応
に
追
わ

れ
る
職
員
た
ち
の
業
務
は
多
忙
を
極
め
た
。

四
、
バ
ラ
ッ
ク
庁
舎
の
建
設

震
災
直
後
か
ら
市
幹
部
は
早
急
に
市
会
を

招
集
し
て
今
後
の
対
策
を
協
議
し
よ
う
と
考

え
て
い
た
が
、
混
乱
状
況
で
人
が
集
ま
ら
ず
、

九
月
一
一
日
午
前
一
〇
時
四
五
分
に
よ
う
や

く
震
災
後
初
の
市
会
を
開
く
こ
と
が
で
き

た
。
議
場
が
な
い
た
め
、
市
会
議
員
た
ち
は

中
央
職
業
紹
介
所
の
屋
上
に
集
ま
り
、
議
長
・

平
沼
亮
三
を
中
心
に
円
形
状
に
座
し
て
協
議

を
行
っ
た
。
出
席
者
は
五
二
人
の
議
員
定
数

中
三
九
人
で
、
後
に
六
人
の
犠
牲
者
が
明
ら

か
と
な
っ
た
。
こ
こ
で
震
災
の
対
応
を
市
長

の
自
由
裁
量
に
一
任
す
る
決
議

が
な
さ
れ
、
以
後
、
渡
辺
は
応

急
対
応
や
復
興
事
業
な
ど
に
奔

走
し
て
い
く
こ
と
に
な
る
。

地
震
発
生
か
ら
一
ヶ
月
が
経

つ
と
、
罹
災
地
は
平
静
を
取
り

戻
し
、
業
務
の
中
心
も
応
急
対

応
か
ら
復
興
事
業
へ
と
移
行
し

て
い
っ
た
。
九
月
三
〇
日
、
市

役
所
は
臨
時
建
築
部
や
臨
時
配

給
部
を
新
設
す
る
一
方
、
臨
時

係
を
廃
し
て
通
常
の
局
課
制
に

復
帰
し
、
仮
庁
舎
の
一
階
に
内

記
課
、
庶
務
課
、
会
計
課
、
経

理
課
、
社
会
課
、
二
階
に
臨
時

建
築
部
、
土
木
課
、
衛
生
課
、

三
階
に
都
市
計
画
局
、
水
道
瓦

斯
局
、
教
育
課
、
税
務
課
の
事

務
室
を
そ
れ
ぞ
れ
開
設
し
た
。

ま
た
、
出
張
所
と
し
て
桜
木
町

駅
前
に
臨
時
配
給
部
、
商
工
課
、

戸
籍
課
の
事
務
室
を
開
い
て
各
種
業
務
を

進
め
た
（「
震
害
係
廃
止
」、『
横
浜
市
日
報
』

一
九
二
三
年
一
〇
月
二
日
）。

し
か
し
、
仮
庁
舎
の
建
物
に
余
裕
が
な
い

た
め
、
そ
の
横
の
空
き
地
に
一
〇
〇
坪
の
バ

ラ
ッ
ク
を
建
設
し
、
市
長
室
や
助
役
室
、
内

記
課
、
庶
務
課
、
経
理
課
、
臨
時
建
築
部
、

衛
生
課
、
教
育
課
、
水
道
瓦
斯
局
、
新
聞

記
者
室
な
ど
を
移
転
さ
せ
る
。
そ
れ
に
よ
っ

て
仮
庁
舎
の
市
役
所
機
能
は
整
理
さ
れ
、
一

階
に
社
会
課
と
中
央
職
業
紹
介
所
が
入
っ
た

他
、
二
階
に
は
都
市
計
画
局
や
土
木
課
な
ど

復
興
事
業
の
中
核
を
担
う
部
署
が
入
り
、
三

階
は
市
会
の
議
場
に
充
て
ら
れ
た
（「
市
役

所
引
越
」、『
横
浜
市
日
報
』
一
九
二
三
年

一
〇
月
二
四
日
）。
こ
う
し
た
市
役
所
の
事

務
体
制
は
新
庁
舎
が
完
成
す
る
ま
で
継
続
し

て
い
く
こ
と
に
な
る
。

他
方
、
焼
け
落
ち
た
港
町
の
旧
庁
舎
は
再

利
用
が
不
可
能
な
の
で
、
一
〇
月
一
五
日

に
水
戸
の
工
兵
第
一
四
大
隊
の
手
に
よ
っ
て

爆
破
・
解
体
さ
れ
、
瓦
礫
の
山
と
な
っ
た
。

一
九
二
五
（
大
正
一
五
）
年
二
月
一
六
日
、

旧
庁
舎
の
跡
地
に
木
造
二
階
建
て
の
新
庁
舎

が
完
成
し
、
市
役
所
機
能
は
桜
木
町
か
ら
再

び
港
町
へ
戻
る
。
新
庁
舎
は
一
九
四
四
（
昭

和
一
九
）
年
一
〇
月
に
野
毛
山
の
老
松
国
民

学
校
に
移
転
す
る
ま
で
使
用
さ
れ
、
昭
和
戦

前
期
の
横
浜
市
の
運
営
を
担
っ
て
い
っ
た
。

【
主
要
参
考
文
献
】
今
井
清
一
『
新
版　

大
空
襲
５
月
29

日
︱
第
二
次
大
戦
と
横
浜
』（
有
隣
堂
、
一
九
九
五
年
）
／

同
『
横
浜
の
関
東
大
震
災
』（
同
、
二
〇
〇
七
年
）
／
北

原
糸
子
編
『
日
本
災
害
史
』（
吉
川
弘
文
館
、二
〇
〇
六
年
）

／
横
浜
市
役
所
市
史
編
纂
係
編
『
横
浜
市
震
災
誌
』
全

五
冊
（
同
、一
九
二
六
︱
一
九
二
七
）
年
／
横
浜
市
役
所
編
『
横

浜
復
興
誌
』
全
四
巻
（
同
、
一
九
三
二
年
）

�

（
吉
田
律
人
）

9月11日、桜木町・仮庁舎屋上での緊急市会　　赤尾彦作資料（横浜市史資料室所蔵）

爆破・解体された旧市庁舎　　前川浄二家資料（横浜市史資料室所蔵）

港町・旧市庁舎跡に完成した新市庁舎　　左右田宗夫家資料（横浜市史資料室所蔵）




